
地域ワークショップ運営ガイド
（時層写真ワークショップ）
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・これまで地域社会は、先人たちが築き上げてきた「つながり」や
「共助」を前提に成り立ってきた。しかし、社会構造の変化や
価値観の多様化により、その前提は成り立たなくなりつつある。

・その一方で、それぞれの地域には、誇るべき地域の宝や資源、
何より地域を支える人たちがいる。

・今の時代に合った「つながり」や「共助」の形をそこに住む人たち
自身の手で、独自の物語として紡ぐことができるのではないか？
そして、デジタル技術はその後押しができるのではないか？
こうした仮説を検証するため、時層写真ワークショップを実施した。

・本書は、ワークショップ実施に至るまでの一連の過程を示すことで、
類似する地域事業の企画・運営を支援するために作成するもの。

はじめに
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ワークショップの目的・ねらい

住民主体
地域づくりの主役である住民自身が、
ワークショップを企画・運営します。
一連の過程を試行することで、
知識や知恵の獲得を狙います。

・開催にあたっては、何のためにやるのか、どんな価値を生み出したいのかを定めることが大切です。
・本ワークショップ（R5.2.19、宮城地区）の主な目的や狙いは以下のとおりです。

多世代交流
ワークショップを通じて、子どもから大人
まで、世代を超えた交流を促します。
共同作業という自然な交わりによって、
顔の見える関係性作りを狙います。

地域アーカイブ
地域資産（昔の写真と今の写真）を
可視化し、保存します。
地域の魅力を発信したり、歴史や文化を
次の世代に継承することを狙います。

シビックプライド醸成
学ぶことを通じて、まちに対する愛着
（シビックプライド）を醸成します。
地域づくりに関わる人とのつながりや
育成を狙います。
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全体スケジュールの確認
・企画から当日の開催までの標準準備期間は３か月です。
・ただし、目的達成の度合いやワークショップの規模によって期間は前後します。

２か月前
（企画）

１か月前
（広報・参加者募集）

開催月
（ＷＳ実施）

・企画の検討、調整

・連携先との調整

・ICT環境の確認

・広報、参加者募集

・写真の収集、印刷

・コース設定

・プレ実施

・保険加入

・参加者決定、班分け

・当日

・振り返り
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準備のポイント（２か月前：企画）
２か月前
（企画） 募集）

・企画の検討、調整

・連携先との調整

・ICT環境の確認

経験者との連携検討
ワークショップの開催やオープンストリートマップを編集したことのある経験者
と協力が得られると困った時でも議論を前に進めることができます。
総合的な移動時間や配車等を踏まえて、会場やコースを選定する際にも、
経験者のサポートが役立ちます。

様々な主体との連携検討
地域内で活用している他の主体と連携ができると、アイデアの幅を広げることが
できたり、参加者募集でも力を発揮します。

ＩＣＴ機器の準備と機能確認
ワークショップの開催前後で必要となるＩＣＴ機器を準備し、それぞれの機能を
確認します。
（例）□パソコン □通信環境 □地図編集ツール及びアカウント

□申込フォーム作成 □地図ツール作成 □データの受け渡し方法 等
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準備のポイント（１か月前：広報、参加者募集）
１か月前

（広報・参加者募集） 募集）

・広報、参加者募集

・写真の収集、印刷

・コース設定

・プレ実施

ワークショップ前にも地域を巻き込む
広報や参加者募集時には、地域の方にお願いしたいことも合わせて依頼すると
より地域と連携することができます。（例：写真の収集）

写真はスマホで撮影する
収集した写真が実物である場合には、スマホで撮影しデータ化します。
また、提供時に、著作権（肖像権）について必ず確認します。

地域の地理がわかる人の助言を
まち歩きのコースを設定する際は、地理に詳しい人の知恵を借りましょう。
より楽しむためのアイデアや考慮すべきことの知恵を得ることができます。

事前に一度やってみることで気づきを得る
ワークショップ当日の一連の流れを事前にやってみることをお勧めします。
参加者の立場で感じる疑義や所要時間を見積もることができます。



※この写真はイメージです

昔の写真を「今」の風景に重ね、宮城地区の記憶を残す

第１回

時層写真
まちあるきワークショップ

鼻毛石地区の昔の写真を集め、その写真をヒントに、そこに映る風景が
現在のどこにあたるのか、を探しながらまちあるきをします。
見つけた現在の場所と昔の写真を重ね合わせた写真「時層写真」を
撮影し、参加者の皆さんでWeb地図にデータを載せます。

◎日時 令和５年２月19日（日）13:00-15:30
◎集合場所 宮城公民館
◎参加費 無料
◎持ち物 飲み物、スマートフォンまたはタブレット(iPadなど)
◎参加者定員 20名程度（小学生以下の方は保護者同伴）
◎お申込みはQRコードから

鼻毛石地区の昔の写真も募集中！（裏面参照）

ワークショップのイメージ

主催：みやぎ地域づくり協議会、前橋市（宮城公民館・情報政策課）
協力：宮城郷土史会
その他お問い合わせ先：前橋市情報政策課（担当：神保）

電話：027-898-5883
メール：joukan@city.maebashi.gunma.jp

鼻毛石地区の昔の写真を集めています

・写真を提供頂ける方は、宮城公民館までお持ちください
※著作権を自由に利用させていただける写真に限ります

【参考】
チラシ
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【参考】
申込フォーム

いつでも回答を確認できる
（スマホからも）

回答結果は自動で集約

途中で内容を変更することも可能
（例）回答期限の延長
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①旧宮城幼稚園

②宮城小学校

③商工会館

④デイリー前、バス停

⑤ＪＡ

⑥火の見やぐら

⑦八幡神社

⑧宮城中学校

【参考】コース設定 さーちずまえばしから地図をコピー
地図上に、ポイント（場所）を追加

https://searchizu-maebashi.geocloud.jp/webgis/?p=1
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準備のポイント（開催月：WS実施）
開催月

（ＷＳ実施） 募集）

・保険加入

・参加者決定、班分け

・当日

・振り返り

万が一に備えて
小さなお子さんやお年寄りも参加する際には、レクリエーションの傷害保険に
加入しておくと安全です。

世代を超えた交流を
参加者の年代、所属などのバランスを考慮しつつ、ワークショップの目的に
沿ったグループに分けることをお勧めします。

参加者の視点に立ったサポートを
当日は、まち歩きのコースを記した地図や、撮影した写真のアップロード先
URLをQRコード化にしたものを印刷して配ると円滑に進行ができます。

次の行動に向けて
目的は達成できたか、次に取るべき行動は何かなど関係者間で認識を共有します
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タイムテーブル例
・午後から開始する場合の一例を記載します。

時間 内容
12:00- 会場準備、受付開始
13:00- 開会、主催者挨拶
13:05- インプットトーク

（趣旨説明、地域の紹介等）
13:40- まち歩きの説明

・撮影方法の解説
・グループ及びコース発表、写真配付
・参加者自己紹介

14:00- まち歩きの開始
15:00- 全チームの戻りを確認

作業開始
15:30 成果発表、クロージング

1. Googleドライブの所定フォルダに各チーム
の写真を格納してもらう

2. Google earthに撮影した写真データを掲載
する

3. 画面表示のレイアウトやデザイン等を調整
する



【WSイメージ】
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【参考】
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Google earthのリンクURL



【参考】Google earthへ写真データを格納
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